
 
    
 

   
学校長 田潤子 

 

今年度もご協力 ありがとうございました 

 
２月の後半となり、まだまだ吹く風は冷たいのですが、日差しは暖かく、少しずつ春が近づいて

いることを感じます。早いもので今年度も、残りわずかとなってきました。 
新型コロナウイルス感染症の流行から３年。学校では、この３年間、様々な制限がある中、子ど

もたちが楽しみにしていた行事が中止されたり、変更になったりと、我慢をしなくてはならないこと
もあり、申し訳なく思います。しかし、子どもたちは、いつも前向きに、その時々で学校での様々な
活動に楽しく参加してくれました。コロナ禍の３年間は、辛いこともありましたが、我慢することば
かりでなく、コロナ禍でも楽しめる方法を考えたり、今までしてきたことを見直し、改善したりする
こともできました。「転禍為福」という言葉がありますが、私たちの日常を振り返り、たくさんの
人々に感謝し、命について考え、気持ちを新たに前進する機会にもなったような気がします。 

マスク着用について、ご周知のとおり、文科省は、学校の教育活動の場では４月１日から着用
を求めないという決定をしています。６年生は、小学校生活の半分をマスクを着けて過ごしまし
た。新年度からは、その時々の状況を見極めながらになると思いますが、子どもたちや先生たち
の表情を見ながら学校生活を送ることができそうです。 

今年度も、保護者の皆様や地域の皆様には、いつもいつも、温かいお声掛けや児童の見守
り、様々な場面でのご協力等、お心配りをしていただきました。おかげをもちまして、大きな事故や
けがもなく、子どもたちは安心して、充実した１年間を過ごすことができました。感謝の気持ちで
いっぱいです。書面で失礼ではありますが、お礼申し上げます。ありがとうございました。 

来年度は、いろいろな行事が、コロナ禍前のような形で行われることが多くなると思われます。
どうか今後とも、和佐小学校教育に、ご理解とご協力いただきますよう、お願い申し上げます。 
 

今年最後の授業参観と教育講演会 
 
２月１６日（木）には、今年度最後の授業参観、参観後の教育講演会にご参加、ありがとうご

ざいました。参観では、各学級で子どもたちの発表などを参観していただきました。子どもたちは
張り切って学習に参加していました。１年間の成長を見ていただけたなら幸いです。 

教育講演会として、「青少年を取り巻くインターネットの実態と有害環境の浄化対策」というテ
ーマで、県青少年課・男女共同参画課 操本隆紀先生にご講演いただきました。データを示しな
がらお話しいただき、あっという間の 45 分間でした。子どもたちがよくしているゲームや SNS 等
にはそれぞれ年齢制限があり、小学生がしてはいけないゲームであるかもしれません。一度確認
してみてください。メディア使用のルールについては、大人が一方的にルールを押し付けるのでは
なく、先ずは、親子でルールを話し合うこと、その話し合いの中でお互いに妥協点を見つけ出し、
子どもが納得できるルールを決めることが大切であると教えてくださいました。そのほかにもたく
さんヒントになることを教えていただきました。 
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